
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 平成22年２月15日

【四半期会計期間】 第11期第１四半期（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

【会社名】 株式会社トウアバルブグループ本社

【英訳名】 Toa Valve Holding Inc.

【代表者の役職氏名】 取締役社長　　浅岡　實

【本店の所在の場所】 兵庫県尼崎市西立花町五丁目12番１号

【電話番号】 ０６（６４１６）１１８４（代表）

【事務連絡者氏名】 常務取締役　　松尾　修

【最寄りの連絡場所】 兵庫県尼崎市西立花町五丁目12番１号

【電話番号】 ０６（６４１６）１１８４（代表）

【事務連絡者氏名】 常務取締役　　松尾　修

　

【縦覧に供する場所】

　

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

株式会社大阪証券取引所

（大阪市中央区北浜一丁目８番16号）

EDINET提出書類

株式会社トウアバルブグループ本社(E01716)

四半期報告書

 1/25



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第10期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第11期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第10期

会計期間

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成21年
９月30日

売上高（千円） 2,577,7732,835,29411,126,795

経常利益（千円） 284,753 354,5101,105,900

四半期（当期）純利益（千円） 175,530 184,962 361,606

純資産額（千円） 7,090,3277,380,3517,219,695

総資産額（千円） 11,595,81611,424,42711,611,652

１株当たり純資産額（円） 285,911.602,988.282,923.23

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 6,745.19 74.89 144.03

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 61.1 64.6 62.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△921,849△451,3871,143,875

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△215,702△370,979△564,107

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△423,692△51,539△626,375

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 1,677,7372,319,4163,192,775

従業員数（人） 377 379 379

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

４. 平成21年１月４日付で、株式１株につき100株の株式分割を行っております。 
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２【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 379 (84)

　（注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外部への出向者を除き、グループ外部から当社グループへの出

向者を含んでおります。）であり、嘱託及び臨時従業員数（契約社員、パートタイマーは含み、社外の人材会社から

の派遣社員は除いております。）の平均雇用人員は、（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載

しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 22     

　（注）従業員数は就業人員（連結子会社から当社への出向者を含んでおります。）であり、臨時従業員数（契約社員、

パートタイマーは含み、社外の人材会社からの派遣社員は除いております。）は該当ありません。

EDINET提出書類

株式会社トウアバルブグループ本社(E01716)

四半期報告書

 3/25



第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

　当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

前年同四半期比（％）

バルブ製品製造事業（千円） 716,945 △33.4

バルブメンテナンス事業（千円） － －

その他の事業（千円） 207 △99.7

消去又は全社（千円） － －

合計（千円） 717,152 △36.9

　（注）１．セグメント間取引を含めて表示しております。
２．金額は製造原価によっております。
３．金額には消費税等は含まれておりません。
４．バルブメンテナンス事業については、事業の性格上生産実績の概念は馴染みませんので金額を記載しており
ません。

(2) 受注実績

　当第１四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円）
前年同四半期比
（％）

受注残高（千円）
前年同四半期比
（％）

バルブ製品製造事業 1,733,603 　　　　△5.8 3,150,315 +0.9

バルブメンテナンス事業 2,122,446 +59.6 2,286,424 +63.0

その他の事業 1,070 △98.4 － △100.0

消去又は全社 △4,900 － － －

合計 3,852,219 +19.5 5,436,739 +19.7

　（注）１．セグメント間取引を含めて表示しております。 
　　　　２．金額は販売価格によっております。

３．金額には消費税等は含まれておりません。

(3) 販売実績

　当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

前年同四半期比（％）

バルブ製品製造事業（千円） 1,288,184 △5.4

バルブメンテナンス事業（千円） 1,550,621 +34.0

その他の事業（千円） 1,389 △98.0

消去又は全社（千円） △4,900 －

合計（千円） 2,835,294 +10.0

　（注）１．セグメント間取引を含めて表示しております。 
２．金額には消費税等は含まれておりません。

　　　　３．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先別

前第１四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第１四半期連結会計期間

（自　平成21年10月１日
    至　平成21年12月31日）

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

三菱商事パワーシステムズ株式

会社
663,560 25.7 1,050,846 37.1

三菱商事株式会社 480,459 18.6 843,118 29.7
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２【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当社は、平成21年10月13日開催の取締役会において、当社の子会社である東亜バルブエンジニアリング㈱を平成22年

４月１日を効力発生日として吸収合併することを決議し、平成21年11月13日に吸収合併契約を締結いたしました。

　詳細につきましては「第５　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　追加情報」に記載のとおりであります。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、円高、デフレ、株価低迷が続き、景気の二番底が危惧される状況

の中で推移いたしましたが、当社グループが主要なマーケットとしております電力業界におきましては、平成21年

12月の産業用大口電力需要が15ヶ月ぶりに前年同月を上回り、大手製造業の業績が回復基調にあることを伺わせる

状況となっております。

　このような中、当社グループにおきましては、売上高10,000百万円、営業利益700百万円を想定して当連結会計年度

をスタートさせ、当第１四半期連結会計期間は、売上高2,835百万円（前年同四半期比10.0％増）、営業利益345百万

円（同22.4％増）、経常利益354百万円（同24.5％増）、四半期純利益184百万円（同5.4％増）と概ね順調な滑り出

しとすることができました。

　このように前第１四半期連結会計期間に比して、増収増益とすることができましたのは、収益面ではバルブメンテ

ナンス事業における国内原子力発電所向け定期検査工事案件数が１件増加したことによる売上増加と、新設原子力

発電所向けの関連収入の増加が要因です。

また、コスト面においては、前連結会計年度より取り組んできた調達施策の高度化による変動費の圧縮、各支出を

ゼロベースで見直し節減型年度予算編成を行うことで徹底した固定費を削減するなど、これらコストダウンに努め

てきた成果によるものです。

　

事業セグメント別の状況は、バルブ製品製造事業では、バルブ製品は前第１四半期連結会計期間に比して原子力

発電所向け売上が減少した反面、海外火力プラント向け製品とバルブ取替え部品の売上が増加したことでやや持ち

直しましたが、鋳鋼製品は、昨年来の建機業界の低迷により売上激減に歯止めがかからず、前第１四半期連結会計期

間の３分の２程度にまで落ち込んだことから、これを要因とし、セグメントの売上高は1,288百万円（前年同四半期

比5.4％減）に留まり、これに伴い、営業利益も68百万円の赤字（前年同四半期は４百万円の黒字）に悪化いたしま

した。

バルブメンテナンス事業では、国内原子力発電所向け定期検査工事案件数の増加などを要因にして、売上高は

1,550百万円（前年同四半期比34.0％増）、営業利益は449百万円（同85.3％増）で増収増益となりました。

その他の事業は、前連結会計年度末で焼結金属の製品製造販売を廃止したため、主にグループ内にサービスを提

供する目的で設立された子会社による小規模な事業のみとなったことから、売上高は大幅に減少いたしました。

 

(2）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末における資産合計は11,424百万円（前期末比1.6%減）で前連結会計年度末に比し大

きな変化はありません。

流動資産合計、固定資産合計でも大きな変動はありませんが、科目別では、現金及び預金が売掛金の回収が減少し

たことから1,073百万円減少し、受取手形及び売掛金が958百万円増加しました。これらは、当第１四半期連結会計期

間末に売上が集中したことによるものです。

　負債合計は4,044百万円で、前連結会計年度末に比して347百万円減少しました。これは賞与引当金が四半期連結会

計期間分の計上であるため減少したほか、受注損失引当金が、対象案件の売上計上による実現により減少したこと

などによるものです。

　純資産の部は、7,380百万円で、前連結会計年度に係る配当金の支払いがあり減少したものの、四半期純利益の計

上、その他有価証券評価差額金の増加により前連結会計年度末に比して160百万円増加いたしました。
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(3）キャッシュ・フローの状況

  当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末から873百万円減少した

2,319百万円となりました。この内訳は以下のとおりです。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　売上高が当第１四半期連結会計期間末に集中して計上されたことから、売上債権が958百万円増加し、これを要因

に、営業活動によるキャッシュ・フローは451百万円のマイナスとなりました。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　平成21年10月に実施した子会社の合併に伴うソフトウエアの改修を順次行っており、この無形固定資産の取得238

百万円が計上されたことから、投資活動によるキャッシュ・フローは370百万円のマイナスとなりました。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　主に前連結会計年度に係る期末配当金の支払い47百万円により、財務活動によるキャッシュ・フローは51百万円

のマイナスとなりました。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

    当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5）研究開発活動

　当第１四半期連結会計期間における当社グループ全体の研究開発活動は、33百万円であります。なお、当第１四半

期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　①当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の改修について完了したも

のは、次のとおりであります。

　 (改修)

　　バルブ製品製造事業とバルブメンテナンス事業において、東亜バルブエンジニアリング株式会社(国内子会社)が前

連結会計年度末に計画しておりました基幹システムサーバの改修につきましては、平成21年10月に完了いたしまし

た。

　　この改修は、間接作業の作業効率の改善を目的としたものであり、生産能力の増加はありません。

　

　②当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の更新計画は次のとおりであります。　

会社名
（事業所名）
（所在地）

事業の種類別セ
グメントの名称

設備の内容
投資予定金額

資金調達
方法

着手及び完成予定年月日
完成後の増加能力総額

（千円）
既支払額
（千円）

着手 完了

 東亜バルブ

 エンジニアリング 

 株式会社

 (本社、工場及び

倉庫)

 (兵庫県尼崎市)

バルブ製品製造

バルブ

メンテナンス　

ＰＣの入替 49,219　 －　 リース
平成21年　

11月　

平成22年　

３月　

間接作業の作業

効率の改善を目的

としたものであ

り、生産能力の増

加はありません。　

　（注）　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社トウアバルブグループ本社(E01716)

四半期報告書

 7/25



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,040,000

計 10,040,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年２月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,678,600 2,678,600

東京証券取引所
市場第二部

単元株式数は100株。

完全議決権株式であり、権

利内容に何ら限定のない

当社における標準となる

株式であります。

大阪証券取引所
市場第二部

計 2,678,600 2,678,600 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。
 
（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　
 
（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年10月１日～

平成21年12月31日　
－ 2,678,600 － 1,739,559 － 772,059

 

（５）【大株主の状況】

　当第１四半期会計期間において、平成21年12月31日付の株主名簿を確認した結果、大株主の異動はありませ

ん。

　また、当第１四半期会計期間において、株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループから、平成21年10月19

日付で株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行ほか２名を共同保有者とする大量保有報告書(変更報告書）が提出されて

おりますが、株主名簿と相違しており、当社として当第１四半期会計期間末における実質所有株式数の確認を

することができません。

　なお、当該大量保有報告書による平成21年10月12日現在の株式所有状況は以下のとおりであります。　　
　

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）　

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行　 東京都千代田区丸の内二丁目７－１ 68,000 2.54

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　 東京都港区浜松町二丁目11－３ 66,500 2.48

国際投信投資顧問株式会社　 東京都千代田区丸の内三丁目１－１ 28,300 1.06

計 － 162,800 6.08
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容
無議決権株式 － －  
議決権制限株式（自己株式等） － －  
議決権制限株式（その他） － －  

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
普通株式 　208,800　

－
権利内容に何ら限定のない当社におけ

る標準となる株式であります。

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,463,700　 24,637 同上
単元未満株式 普通株式　　 6,100 － 同上
発行済株式総数 　　2,678,600 －  
総株主の議決権 － 24,637  

　

②【自己株式等】

 平成21年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対する　

所有株式数の割合（％）

（自己保有株式）
株式会社トウアバ
ルブグループ本社

兵庫県尼崎市西立花町
五丁目12－１

208,800 － 208,800 7.79

計 － 208,800 － 208,800 7.79
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
10月

11月 12月

最高（円） 1,844 1,720 1,813

最低（円） 1,619 1,490 1,485

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、

当第１四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成

21年10月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任監査法人トーマツによる

四半期レビューを受けております。

　なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツに

名称変更しております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,109,426 3,182,656

受取手形及び売掛金 ※2
 2,804,040 1,845,107

有価証券 209,989 10,119

商品及び製品 ※3
 39,181 247,962

仕掛品 ※3
 1,284,989 1,367,165

原材料及び貯蔵品 621,654 606,363

繰延税金資産 278,838 378,037

その他 349,970 360,389

流動資産合計 7,698,090 7,997,800

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 373,704 379,152

機械装置及び運搬具（純額） 892,401 931,621

土地 287,309 287,309

その他（純額） 206,402 129,104

有形固定資産合計 ※1
 1,759,817

※1
 1,727,188

無形固定資産 511,617 437,337

投資その他の資産

投資有価証券 555,520 518,638

繰延税金資産 841,435 872,693

その他 85,890 86,762

貸倒引当金 △27,943 △28,768

投資その他の資産合計 1,454,902 1,449,326

固定資産合計 3,726,337 3,613,851

資産合計 11,424,427 11,611,652

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 682,153 723,982

短期借入金 820,000 820,000

未払法人税等 35,059 20,540

賞与引当金 147,725 300,476

受注損失引当金 ※3
 390,479 460,998

その他 551,766 709,264

流動負債合計 2,627,184 3,035,261

固定負債

退職給付引当金 1,287,565 1,284,155

その他 129,325 72,539

固定負債合計 1,416,891 1,356,695

負債合計 4,044,075 4,391,956
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,739,559 1,739,559

資本剰余金 2,019,967 2,019,967

利益剰余金 3,942,178 3,818,960

自己株式 △413,990 △413,990

株主資本合計 7,287,715 7,164,497

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 92,105 56,015

為替換算調整勘定 530 △817

評価・換算差額等合計 92,636 55,198

純資産合計 7,380,351 7,219,695

負債純資産合計 11,424,427 11,611,652
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 2,577,773 2,835,294

売上原価 1,765,235 1,982,441

売上総利益 812,538 852,853

販売費及び一般管理費 ※
 530,390

※
 507,644

営業利益 282,147 345,209

営業外収益

受取利息 1,921 1,188

受取配当金 5,645 3,258

雑収入 8,611 9,674

営業外収益合計 16,178 14,121

営業外費用

支払利息 4,010 3,970

為替差損 7,547 －

雑損失 2,013 849

営業外費用合計 13,571 4,820

経常利益 284,753 354,510

特別利益

固定資産売却益 2,200 1,233

貸倒引当金戻入額 － 825

役員賞与引当金戻入額 － 400

特別利益合計 2,200 2,458

特別損失

固定資産処分損 342 2,662

投資有価証券評価損 － 15,637

特別損失合計 342 18,300

税金等調整前四半期純利益 286,611 338,668

法人税、住民税及び事業税 4,356 39,437

法人税等調整額 106,725 114,269

法人税等合計 111,081 153,706

四半期純利益 175,530 184,962
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 286,611 338,668

減価償却費 105,848 86,722

貸倒引当金の増減額（△は減少） － △825

未払賞与の増減額（△は減少） △292,719 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 151,270 △152,751

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △35,180 △34,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 37,082 3,409

受注損失引当金の増減額（△は減少） △76,083 △70,518

受取利息及び受取配当金 △7,566 △4,447

支払利息 4,010 3,970

固定資産売却損益（△は益） △2,200 △1,233

固定資産処分損益（△は益） 342 2,662

投資有価証券評価損益（△は益） － 15,637

売上債権の増減額（△は増加） △169,623 △958,932

たな卸資産の増減額（△は増加） △380,712 275,666

仕入債務の増減額（△は減少） △31,918 △41,828

その他 8,028 102,783

小計 △402,810 △435,015

利息及び配当金の受取額 6,664 4,807

利息の支払額 △4,035 △3,252

法人税等の支払額 △521,667 △17,926

営業活動によるキャッシュ・フロー △921,849 △451,387

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △203,894 △136,235

有形固定資産の売却による収入 2,000 692

無形固定資産の取得による支出 △24,730 △238,998

短期貸付金の増減額（△は増加） 9 125

長期貸付金の回収による収入 10,912 3,189

その他 － 247

投資活動によるキャッシュ・フロー △215,702 △370,979

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △376,145 －

配当金の支払額 △47,437 △47,594

リース債務の返済による支出 － △3,945

その他 △110 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △423,692 △51,539

現金及び現金同等物に係る換算差額 △842 547

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,562,086 △873,359

現金及び現金同等物の期首残高 3,239,824 3,192,775

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,677,737

※
 2,319,416
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。　

 

【追加情報】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

（退職給付引当金）

　国内連結子会社１社の退職給付債務見込額の算定方法については、退職給付制度の統一による制度移行及び制度統一に

伴う対象従業員数の増加により、前連結会計年度末より簡便法から原則法に変更しております。

　これにより、損益に与える影響及びセグメント情報に与える影響は軽微であります。　

　

（企業結合等関係）

１．結合当事企業又は対象となった事業の名称及び事業の内容、企業結合の法的形式、結合後企業の名称、取引の目的を

含む取引の概要

①結合当事企業又は対象となった事業の名称及び事業の内容

統合当事企業 事業内容 摘要

株式会社トウアバルブグループ本社 子会社の支配管理　 当社

東亜バルブエンジニアリング株式会社
バルブ製品製造　

バルブメンテナンス
当社の子会社

②企業結合の法的形式　　　　　　吸収合併　

　当社を存続会社とする吸収合併方式で、東亜バルブエンジニアリング株式会社は解散いたします。

③結合後企業の名称　　　　　　　東亜バルブエンジニアリング株式会社

　平成21年12月22日開催の第10回定時株主総会において、当社を吸収合併存続会社とし、東亜バルブエンジニアリング株

式会社を吸収合併消滅会社とする吸収合併の効力が、平成22年４月１日に発生することを条件とした上で、商号を東亜

バルブエンジニアリング株式会社に変更することなどについての定款変更を決議いたしました。

④目的

　当社グループは、平成12年に東亜バルブ株式会社と東亜エンジニアリング株式会社の共同株式移転により設立された

当社（純粋持株会社）をグループの頂点に置き、高温高圧用バルブ関連製品の製造とそのメンテナンスを中心とした事

業展開を行っております。

　この間、さらなる業務効率化による収益拡大をめざし、当社をシェアードセンターとした間接業務の集約、子会社間で

の重複事業排除のための事業譲渡、債務超過子会社再建のための吸収分割による事業再編など数多くの施策を実施し、

平成20年10月１日には、ともに主要子会社であって、バルブ製品製造事業を行う東亜バルブ株式会社に、バルブメンテナ

ンス事業を行う東亜エンジニアリング株式会社を吸収合併させ、実質的な全バルブ関連事業の統合を完了しました（東

亜バルブ株式会社は合併後に東亜バルブエンジニアリング株式会社に商号を変更しております）。

　そして、この主要子会社同士の合併により、当社グループは、持株会社の当社と、バルブ関連事業のすべてを行う東亜バ

ルブエンジニアリング株式会社及び小規模な子会社２社からなる４社体制となりましたが、この合併で誕生した東亜バ

ルブエンジニアリング株式会社の売上高は、グループ連結売上高の99％を占めるなど、グループの収益のほとんどが同

子会社より生み出されることとなったため、グループの事業運営や事業戦略、ひいてはグループの業績そのものは、実質

的に同子会社の経営であり業績そのものであると位置付けられるに至りました。

　ついては、当社を持株会社として置くことの意義が薄れたため、これを重大な課題として認識し、平成20年以降新しい

グループ体制の検討を早急に進めてまいりましたが、今般、経営の実態とグループの体制を合致させ、組織の合理化を推

し進めることで経営資源の最有効活用を実現するため、当社が東亜バルブエンジニアリング株式会社を吸収合併するこ

とを決定したものであります。

⑤組織形態の転換

　本合併により当社グループは持株会社体制を終了し、当社は東亜バルブエンジニアリング株式会社のバルブ製品製造

事業及びバルブメンテナンス事業を承継する予定であります。

⑥合併の日程　　　　　　　　　　

　　合併承認取締役会　　　　平成21年10月13日　

　　契約承認取締役会　　　　平成21年11月13日

　　契約締結　　　　　　　　平成21年11月13日

　　企業結合日　　　　　　　平成22年４月１日（予定）　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年９月30日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　　　　　

6,412,198  千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　　　　　

6,433,352  千円

※２　四半期連結会計期間末日満期手形　　　　　　

  四半期連結会計期間末日満期手形の処理について

は、手形交換日をもって決済処理をしております。

　なお、当第１四半期連結会計期間の末日は金融機関の

休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期

手形が四半期連結会計期間末残高に含まれておりま

す。

受取手形 133,984千円

支払手形 24,387

　２　

─────　　　　　　　

※３　受注損失引当金　　　　　　

  損失の発生が見込まれる工事契約に係るたな卸資産

と受注損失引当金は、相殺せずに両建てで表示してお

ります。　

　損失の発生が見込まれる工事契約に係るたな卸資産

のうち、受注損失引当金に対応する額は363,455千円

（うち、商品及び製品24,085千円、仕掛品339,370千

円）であります。

　３　

─────　　　　　　　

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与及び諸手当 133,731千円

賞与引当金繰入額 38,778　

退職給付費用 25,663　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与及び諸手当 132,907千円

賞与引当金繰入額 32,774　

退職給付費用 16,887　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 1,567,703

有価証券勘定 110,034

現金及び現金同等物 1,677,737

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 2,109,426

有価証券勘定 209,989

現金及び現金同等物 2,319,416
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（株主資本等関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当第

１四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年10月１日　至　平成

21年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　2,678,600株　

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　208,832株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。　

 

４．配当に関する事項

　配当金支払額　

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年12月22日

定時株主総会
普通株式 61,744 25 平成21年９月30日 平成21年12月24日利益剰余金

５．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

 
バルブ製品
製造事業
（千円）

バルブメン
テナンス事業
（千円）

その他の事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1)外部顧客に対する

売上高
1,351,6801,156,92969,1632,577,773 － 2,577,773

(2)セグメント間の内

部売上高又は振替高
10,674 102 1,350 12,127△12,127 －

計 1,362,3541,157,03170,5142,589,900△12,1272,577,773

営業費用 1,358,039914,626 73,7102,346,375△50,7482,295,626

営業利益又は営業損失

（△）
4,315 242,405△3,195 243,525 38,621 282,147

　（注）１．事業区分の方法

　内部利益管理上採用している区分によっております。

 ２．各区分の主要な事業内容

(1) バルブ製品製造事業 バルブ製品・バルブ検査機器製造販売、鋳鋼製品製造販売、

バルブメンテナンス用各種バルブ製品・部品製造販売

(2) バルブメンテナンス事業 バルブ修理・保守・改造に係る役務提供

(3) その他の事業 焼結金属製品製造販売

 ３．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は132,251千円であり、当社の販売

   費及び一般管理費であります。

 ４．事業区分の内容の変更

     　    平成20年10月１日付けで実施した東亜バルブ株式会社と東亜エンジニアリング株式会社の合併に伴い、両社

の組織、採算管理、意思決定ルールなどを全面的に見直した結果、バルブ修理・保守・改造に伴い販売されるバ

ルブ製品製造事業の部品及び取換用バルブ製品についての取り扱いを明確に区分することとしたため、従来、

「バルブメンテナンス事業」に含め表示しておりました当該部品及び製品について、当第１四半期連結会計期

間より「バルブ製品製造事業」に含めて表示する方法に変更しております。

     　５．平成20年10月１日付けで実施した東亜バルブ株式会社と東亜エンジニアリング株式会社の合併に伴い、グ

ループ・キャッシュ・マネージメント・システム（G-CMS）の相殺及び返済の影響などにより、事業の種類別セ

グメント情報に係るセグメント別の資産の金額が、著しく変動しております。このため、前連結会計年度と比べ

「バルブメンテナンス事業」で2,056,081千円減少しております。

　

EDINET提出書類

株式会社トウアバルブグループ本社(E01716)

四半期報告書

19/25



当第１四半期連結累計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

 
バルブ製品
製造事業
（千円）

バルブメン
テナンス事業
（千円）

その他の事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1)外部顧客に対する

売上高
1,284,3461,550,621 327 2,835,294 － 2,835,294

(2)セグメント間の内

部売上高又は振替高
3,838 － 1,061 4,900 △4,900 －

計 1,288,1841,550,6211,3892,840,194△4,9002,835,294

営業費用 1,356,3001,101,5502,3822,460,23229,8522,490,085

営業利益又は営業損失

（△）
△68,115 449,071 △992 379,962△34,753 345,209

　（注）１．事業区分の方法

　内部利益管理上採用している区分によっております。

 ２．各区分の主要な事業内容

(1) バルブ製品製造事業 バルブ製品・バルブ検査機器製造販売、鋳鋼製品製造販売、

バルブメンテナンス用各種バルブ製品・部品製造販売

(2) バルブメンテナンス事業 バルブ修理・保守・改造に係る役務提供

(3) その他の事業 軽印刷・複写業　　

　従来、その他の事業の主要な事業でありました焼結金属部品製造販売については、前連結会計年度末で廃止し

たため、その他の事業からなくなっております。　

 ３．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は97,287千円であり、当社の販売

   費及び一般管理費であります。 
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【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を省略

しております。

当第１四半期連結累計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を省略

しております。

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 229,072 38,369 267,441

Ⅱ　連結売上高（千円）         2,577,773

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の

割合（％）
8.9 1.5 10.4

  （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する国又は地域の主要な内訳は次のとおりであります。

(1）アジア……………インド、インドネシア、中国、シンガポール、アラブ首長国連邦

(2）その他の地域……ナイジェリア、ロシア、ウクライナ

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第１四半期連結累計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 398,637 8,502 407,139

Ⅱ　連結売上高（千円）         2,835,294

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の

割合（％）
14.1 0.3 14.4

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する国又は地域の主要な内訳は次のとおりであります。

(1）アジア……………インドネシア、クウェート、中国、シンガポール、タイ　　

(2）その他の地域……アルゼンチン、ブラジル、ナイジェリア

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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（企業結合等関係）

当第１四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

　該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年９月30日）

１株当たり純資産額 2,988.28円 １株当たり純資産額 2,923.23円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 6,745.19円 １株当たり四半期純利益金額 74.89円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式がないため記載しておりません。

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式がないため記載しておりません。

　（注）１. １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 175,530 184,962

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 175,530 184,962

期中平均株式数（株） 26,023.00 2,469,768

２. 当社は、平成21年１月４日付で、株式１株につき100株の株式分割を行っております。当該株式分割が前連　結

会計年度の開始の日に行われたと仮定した場合における前第１四半期連結累計期間に係る１株当たり四半期

純利益金額は67円45銭で、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載

しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

　リース取引開始日が、平成20年９月30日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借

取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第１四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会

計年度末に比べ著しい変動が認められないため、記載しておりません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

   平成21年２月12日　

株式会社トウアバルブグループ本社   　

 取締役会　御中 

　

 監査法人トーマツ  

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 辻内　　章　　印　

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 千﨑　育利　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社トウアバル

ブグループ本社の平成20年10月１日から平成21年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年10月

１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トウアバルブグループ本社及び連結子会社の平成20年12月31日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

株式会社トウアバルブグループ本社(E01716)

四半期報告書

24/25



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

   平成22年２月12日　

株式会社トウアバルブグループ本社   　

 取締役会　御中 

　

 有限責任監査法人トーマツ  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 辻内　　章　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 千﨑　育利　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社トウアバル

ブグループ本社の平成21年10月１日から平成22年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年10月

１日から平成21年12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トウアバルブグループ本社及び連結子会社の平成21年12月31日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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